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☆☆ 新年会及び祝賀会～続報～☆☆ 

 

 

 1 月 26 日(日)中国料理店天府にて新年会・祝賀会を開催いたしました。 

この度、川口子どもクラブ育成会が永年にわたるボランティア活動などの福祉活動に尽力

したことによりまして、令和 6 年度全国社会福祉大会にて、「厚生労働大臣賞」を受賞い

たしました。これもひとえに、皆様のご支援、ご配慮の賜物と心より感謝を申し上げます。 

御来賓・会員の皆様 多数御出席いただき誠にありがとうございました。 

 

 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 ★行事予定 

２月２３日（日） 野球部卒団式 

３月２０日（木） バドミントン部卒団式 

３月２３日（日） サッカー部卒団式 

３月２９日（土） 育成会事務局 定例会議 

 

本部ニュース 
 



 

 

 

 

                            バドミントン部  陳軍

2022 年 6 月、その頃私達家族は中国に住んでいました。そのときの小学校の算数の先生に誘われ、息子

はバドミントンの世界へ足を踏み入れました。先生のクラブで週 2 時間、バドミントンを練習し始めました。

そこで出会った仲間たちとの練習は、息子にとってとても楽しい時間となりました。4 か月後には日本へ引

っ越し、短い間でしたが、良い思い出として心に残っています。 

2022 年 10 月、私たちはジブリの世界のような美しい国へ移り住みました。周りの人々が話している言

葉はほとんどわかりませんでしたが、息子は新しい生活にわくわくしていました。もちろん、不安もありま

した。息子のイテイは週末が寂しくて、再びバドミントンを始めようと思いました。色々なクラブを探し、

朝日バドミントンクラブを見つけ、体験に参加。クラブの雰囲気も良く、すぐに気に入って、入部を決意、

入部の連絡をもらった時は、言葉にならない喜びでいっぱいだったようです。 

2022 年 12 月 11 日、朝日クラブの一員になることができました。クラブの皆

さんは、息子のイテイを温かく迎え入れてくれ、すぐに打ち解けることができまし

た。入部当初、イテイは日本語が話せませんでしたが、クラブのメンバーの名前や

バドミントンの用語を必死に覚えました。言葉の壁はありましたが、保護者の皆様

の通訳や、仲間たちの優しい手助けのおかげで、コミュニケーションに困ることは

ありませんでした。監督やコーチも、分かりやすい言葉と簡単な動作で、技術を教

えてくれました。イテイは、バドミントンがますます好きになったようです。 

朝日クラブは私たちの世界を広げてくれました。そこで技術だけでなくマナーに

も重点を置き、挨拶や体育館の片付け、感謝の気持ちを大切にすることと、スポーツマンシップを学びまし

た。イテイは仲間との会話や保護者の皆さんとの交流の中で、コーチが褒めてくださる言葉も理解できるよ

うになり、初めての経験を通じて多くのことを学びました。週末や祝日も一緒に過ごし、朝日ではまるで大

きな家族のような温かさを感じています。イテイはバドミントンに夢中で、雨の日も風の日も自転車で 30

分かけて体育館に通う姿に親として感動しました。練習試合で負けても、「これは本当の試合じゃないし、

負けて泣いている人もいるけれど、僕は大丈夫だよ」と笑顔で話していました。イテイは、試合に勝つこと

よりも友達と楽しくプレーすることが何より大切だと考えてい

ました。しかし、イテイは時々周りが見えず、周囲に迷惑をか

けることがあります。何度かバドミントンをやめさせようかと

悩んだこともありましたが、こんなに熱心に打ち込んでいる姿

を見ていると、応援にあげたい気持ちが強くなりました。失敗

は成長の糧だと信じて、これからもいろいろなことに挑戦し、

少しずつ成長していってほしいと願っています。 

バドミントンを通して、異なる文化を持つ仲間たちと出会い、友情を深め、練習や試合を通じて少しずつ

自信をつけ、色々な人との交流も楽しめるようになりました。私達もイテイと一緒に成長してきたと感じて

います。最初は観光客のような気分でしたが、朝日に参加して素晴らしい人々に囲まれ、日本の文化につい

ても教えてもらい、今では日本が単に好きというだけでなく、愛していると言えるようになりました。 

今のように、バドミントンに熱中している時間は永遠に続かないかもしれませんが、だからこそ、一日一

日の練習時間を大切に過ごしたいと思っています。先輩方の温かさを胸に、後輩たちと共に不可能を可能に

するために練習を重ね、共に成長し、この素晴らしい時間を共有していきたいです。 

                                                   

・・・次回のリレーエッセイは「サッカー部」です。 

第３４２回 思いつくまま気ままに・・・ 
 

 


